
麻生総合センター事務室エアコン設置業務 仕様書 

 

１ 業務名称 

  麻生総合センター事務室エアコン設置業務 

 

２ 対象施設 

  麻生総合センター（札幌市北区北39条西5丁目3-5） 

 

３ 履行期間 

  契約書に示す着手の日から令和4年3月25日（金）までとする。 

 

４ 業務内容 

 ⑴ 麻生総合センター事務室の指定する位置にエアコン（計2台）を設置すること（指定

する位置については、別紙図面を参照すること）。 

   なお、想定する機種は以下のとおり。 

  ①ルームエアコン（MSZ-ZXV9021S 三菱電機㈱製） ※冷媒配管用化粧カバー含む 

項目 仕様 

電源等 単相 200V 50Hz 

冷房能力 9.0KW 以上 

暖房能力 10.6KW 以上 

APF（通年エネルギー効率） 5.1 以上 

消費電力 冷房3,000W 以下 

暖房3,200W 以下 

ユニット本体外形寸法 295㎜×799㎜×385㎜ 程度 

  ②室外機（MUZ-ZXV9021S 三菱電機㈱製） ※冷媒配管用化粧カバー含む 

   ※同等品で入札する場合には、入札日2営業日前までにカタログ等を持参し、発注課

担当者より同等品確認書に押印を得て、入札時に提出すること。 

⑵ 室外機は、H500㎜程度の架台に取り付けること。 

⑶ ⑴の機器を設置するに当たり、必要となる電源を確保すること。なお、事務室内の

分電盤には、予備ブレーカー（AC200V、20A）と未使用ブレーカー（AC200V、30A）が



あり、未使用の30Aブレーカーを撤去して20Aのブレーカーに交換のうえ、分電盤から

機器本体まで電源ケーブルを敷設することとし、機器電源に適した配線を使用して天

井ころがし配線、室内はメタルモールを使用すること。 

  なお、ブレーカー交換・配線作業等においては、電気工事士等の有資格者が行うこ

と。 

⑷ 必要に応じ、天井点検口を増設すること。 

⑸ 設置後、試運転を行い、正常に作動するか確認を行うこと。 

⑹ 設置により発生する廃材は適正に処理すること。 

⑺ 事務室を閉鎖できないことから、本業務では、安全データシート等で揮発性有機化

合物６物質（ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エ

チルベンゼン、スチレン）を含まないことが確認された機器、建材を使用するこ

と。 

 

５ 現場条件 

 ⑴ 作業時間 

   午前8時45分から午後5時15分を基本とするが、これ以外の時間も施設運営に支障の

ない範囲で実施可能とする。ただし、具体的な作業工程については、施設管理者と事

前に十分に調整を図ること。 

⑵ 作業現場の安全管理 

  施設利用者等への安全対策は本業務内に含むこととするので、安全管理を徹底し、

十分な確認のもとで作業を行うこと。万が一、周辺物に破損等が生じた場合は、速や

かに委託者に報告し、修繕を行うこと。なお、受託者自ら瑕疵のある事故等に関して

は、一切の責任を負うこと。 

⑶ アスベスト対策 

  本業務を行うにあたり、アスベストに関する作業は想定していないが、含有が疑わ

れる建材を新たに発見した場合、すみやかに業務担当職員に報告し、今後の業務遂行

について協議すること。 

⑷ その他 

 ア 施設への入退時は事務室に必要事項を伝達し、施設管理者の確認を受けること。 

 イ 作業入館者は会社名入りネームプレート又は腕章等を着用のこと。 



 ウ 本業務の履行に際して、施設の管理業務及びその他の作業との間で必要となる調

整事項は、施設管理者又は施設管理者が指定する者と緊密に連携を図ること。 

 

６ 環境負荷低減に関する事項 

  本業務の履行においては、以下の点を中心に、環境負荷低減に努めること。 

 ⑴ 電気、ガス、水道又は温水等の使用に当たっては、極力節約に努めること。 

⑵ ごみの減量及びリサイクルに努めること。 

⑶ 業務に係る雑材消耗品等は、札幌市グリーン購入ガイドラインにより環境負荷低減

を考慮した材料等を選定し、グリーン購入の促進に努めること。 

 

７ 提出書類 

 ⑴ 契約締結後速やかに提出（各１部） 

  業務工程表、業務責任者指定通知書及び作業員名簿、資格証明書（写） 

⑵ 業務の完了と同時に提出（各１部） 

  業務完了届（様式別途指定）、作業報告書及び作業写真（任意様式。作業報告書は

打合せ記録や調査報告など、業務の遂行にあたり必要となった資料を指す。作業写真

は、作業前、作業中、作業後の工程が確認できること。） 

⑶ その他委託者が指定するもの 

 

８ その他 

 ⑴ 本業務の実施に当たっては、本仕様書による他、関係法令を遵守すること。 

 ⑵ 本業務の実施に関して疑義がある場合は、事前に業務担当職員と文書による協議を

行うこと。協議後は速やかに記録簿を作成し提出すること。 

⑶ 業務作業中に事故や異変があった場合は、速やかに業務担当職員に連絡すること。

なお、業務担当職員と連絡が取れない場合は、施設管理者に連絡を行うこと。 

⑷ 本仕様書に定めのない事項については、委託者、受託者双方の文書による協議にて 

定める。 


